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１．テーマ設定の背景（１）

 東日本大震災・原子力災害から13年が経過し、ほぼ震災前と変わらない
日常

・ 東日本大震災の記憶がある生徒の減少（７．２％）

・ 放射線教育の機会の減少

「復興・再生のあゆみ（第13版）」（福島県）「東日本大震災の記録」（福島市）住宅被災の復旧

震災を教訓とした、
防災への意識や、放射線知識等の必要性



１．テーマ設定の背景（２）

地震・火災等の一
般的な避難行動の

知識はある

災害に不安がある
「不安を大いに
もっている」

31.5%

自分で考えた避難
行動をとる機会は
ない

実験等に意欲的に
取り組める

科学的に考えるこ
とが苦手

災害から主体的に身を守る資質能力の必要性

来年度義務教育学校開校
「将来役立つ生き抜く力の育成」
「地域とのつながりを生かした探究活動」



内容１ 理科の学習における災害に関する知識・理解の学び
内容２ 理科の学びと関連させた学級活動、総合学習、他教科の実践
内容３ 自ら考え判断できる力を育てるための避難訓練

仮説②
実践的な避難訓練を行うことで、科学的理解に基づく判断力や行動力を養うこ
とができるようになるのではないか。

仮説①
災害の仕組みやイメージをもたせる工夫を行えば、災害の科学的な知識や、ど
のように対応するかという基本的な知識・理解が深まるのではないか。

テーマ

災害から主体的に身を守ることができる資質能力の育成

２ 研究のテーマと内容



避難訓練

教科学習（理科を中心に）

特別の教科「道徳」

専門家による講話

その他

・地震、火山、気象、・・
・放射線、・・
・生物の体のつくり、・・・
・気体の性質、・・・

震災関連施設を活用した学習

・地震（10月）
・火災（4月、10月）
・火山（6月）
・原子力災害（11月）

・磐梯山噴火記念館 館長 佐藤公 先生
・福島県立医科大学 主任教授 坪倉正治 先生
・福島市危機管理室 担当者等

・コミュタン福島 （10月、２学年）
・東日本大震災・原子力災害伝承館

（８月、１学年）

・避難所・炊き出し体験（９月）
・追悼集会（３月）

・ふくしま道徳教育資料集
を活用した特別授業

講師：日本大学工学部
教授 渡邉真魚先生

福島市立松陵中学校 令和５年度の取組
災害から主体的に身を守ることができる資質能力の育成

内容１

内容３

内容１・２

内容１・２

内容２

内容２



火山噴火災害（6月）

地震・火災災害（１０月）

1年 火山灰の観察 ２年 火山灰による被害
（降灰、融雪火山泥流、土石流）

２年 煙の進み方 ３年 通電火災

３ 研究の実践（内容１ 理科、防災理科）

避難訓練の時期に
合わせ、各災害に
ついての防災理科
の授業を各学年で
行った。



令和５年10月・11月撮影

福島県立医科大学 主任教授 坪倉正治先生の講話（全学年）

原子力災害については、専門家の講話
を頂いた。



東日本大震災・原子力災害伝承館
等における震災学習
（１学年・総合）

コミュタン福島における放射線に
ついての学習（２学年・総合）

令和５年８月撮影
福島県双葉郡双葉町

令和５年10月撮影
福島県田村郡三春町

３ 研究の実践（内容２ 他教科の実践）



３ 研究の実践（内容２ 他教科等の実践）

外部講師による道徳 非常食体験

東日本大震災の教材を使用した道
徳の授業

日本赤十字社による講話と
ハイゼックス袋を使用したカレー
作り



３ 研究の実践（内容３ 避難訓練の実施）

シュミレーション課題

紙面訓練 地震・火災避難訓練

火山噴火避難訓練



原子力災害を想定とした避難訓練（引き渡し訓練）（全学年）

令和５年11月撮影
福島県福島市



噴火が起きた時、どのようなことが起こるか説明できますか。

令和５年４月 令和６年３月

地震が起こる仕組みを説明することができますか。

４ 実践の成果（仮説①）

火山噴火災害

地震・火災災害

令和５年４月 令和６年３月



原子力災害が起こった時、気を付けるべきことを説明することができますか。

令和５年４月 令和６年３月

原子力災害

４ 実践の成果（仮説①）



生徒 事前 事後

A 噴火したら頭を守る 近くの小屋シェルターに駆け込む。それか逃げられる場所がなかったら
バックで頭を守る。動画など撮ったりせずにすぐ動く。

B なるべく遠くに逃げる 建物がなかった場合は、岩に隠れてやり過ごす

C 頭を守りながら建物内に避難する 外出していた場合、頭を守って近くの建物に避難したり、近くに川がない
か確認したりする

Ｄ もし火山が噴火した場合、外にいた場合は近く
の安全なところに避難し、身の安全を確保する

建物の中に避難したり、できるだけ高いところに逃げる垂直避難をする。そ
の際、火山灰などが肺の中や目の中に入らないよう、ハンカチやゴーグル
を使って、避難する。また、冬の日などは、噴火した際融雪火山泥流が川
を下ってくるので、できるだけ川から離れたところにも避難する。

E 火山から遠ざかる
火山灰が降ってくる場合は屋内に逃げ込む（入

火山灰から身を守るために屋内に逃げたり、
土石流から身を守るために川から離れたり、垂直避難をしたりする

F ハザードマップなどを見て火山の位置を確認し
て避難する

遠くの場所だったら火山情報を確認し、近くの場所だったら身を守って避
難する。

G 安全な建物の中に避難し、身の安全を守る 安全な建物に行く。川から離れる

H 状況を把握し安全な場所に逃げる 高いところへ避難する

I 頭を守る 頭を守り、口を防ぐものがあれば口を防ぐ川から離れる。
火山灰などがきたり大きな石が来るし川がすごいことになるから。

J 窓から離れる 頭を守る　火山灰を吸い込まないようにする

K 地図で確認して避難する 松川に来る火山灰が体の中に入らないようにマスクやゴーグルを付ける。
そして、外に出ないようにする。

L 先生や親の言うことをよく聞く。またハザード
マップで松川町まで被害が及ぶのか確認する

自分のいる場所の近くに大きな川があったらそこから離れ、スマホやハ
ザードマップを見て安全な場所へ逃げる

今、近くの山が噴火したら、あなたはどのような行動をとったり、どのようなことに気をつけたりしますか。

４ 実践の成果（仮説① 防災理科（火山噴火災害）において）



４ 実践の成果（仮説① 防災理科（火山噴火災害）において）

事後

テキストマイニングに
よる比較（２年２組）

自分の住む地域に合わ
せた具体的な避難行動
を考えることができる
ようになった。

事前



噴火による土石流が起こる理由

４ 実践の成果（仮説① 防災理科において）

２年 煙の進み方の予想 避難行動とその理由

授業や実験を通して

・ 正しい知識を得る
・ 災害の仕組みを知る
・ 避難行動の理由を考える

ことができた生徒が見られた。



・出火場所や建物の構造など、様々な条件を考えて、避難のルートを
考える機会となった。

・友人と考えを共有しながら、新たな考えに気づくことができた。
・自分で考えて行動する必要性を感じることができた。

４ 実践の成果（仮説② 避難訓練） 紙面避難訓練



地震・火災災害避難訓練

＜生徒の感想＞
○ 避難訓練では負傷者役がいたり、物が倒れていたりと避難訓練の固定概念が崩
れて、実際に避難をしているかのようで、とても印象に残った。(２年・男子）

○ 逃げる時は、あちこちから人が来るので、ぶつかってけがをする恐れがあるので、
できるだけぶつからないようにしたほうが良いとおもった。（1年・男子）

<教員の感想>
○ 生徒を落ち着いて避難させることに意識がいき過ぎた。人命を守るための行動
をとる必要性を改めて認識させるためにも今回の試みは良かった。

・生徒、教員共に、災害時に考えて行動する必要性や、状況によって命
をどのように守るかを考えるとても良い機会となった。

・避難訓練を、各生徒が自ら考え判断する取り組みにするためには、更
なる方法の工夫や検証の仕方が必要である。

４ 実践の成果（仮説② 避難訓練）



1年間の防災の学習を終えてどのような感想をもちましたか。

「今まで様々な講話を聞いてきて、こんな被害が起こったらこんな対応をし
なくちゃいけないなど、具体的な例を日常的に考えることが増えました。実
際に災害が来た時に、正しい判断をして瞬時に動けるようにしたいと思いま
した。」（１年・女子）

「踏み込んだ火山や放射線の学習で災害に詳しくなれて誇りに思う。いつ起
きるか予測のつかない災害に適度に恐れつつ、備えや呼びかけをどんどん続
けて行きたい。来年度も防災教育を進めてほしい。」（２年・男子）

防災に対する
意識の変容

～が分かった。～がよかった。 １４１人

～だと考えた。～だと思った。 ４８人

～するようになった。
今後～していきたい。 ６０人

４ 実践の成果



○ 本校独自のカリキュラムの編成

・防災理科での内容を系統化

・他教科の実践と体系化

○ 未知の状況にも対応できる思考力・判断力・表現力の育成

・適切に判断する力や行動する力を育成する工夫

・生徒の変容を検証する方法の工夫

５ 今後の課題



ご清聴ありがとうございました。


